



























































































































に千字文番号「寫」 「獣」の「二函」を指 ことを示している。醍醐寺蔵一切経 ０ 『法句譬喩経』 巻第一に 【捨銭
刊記】 「孤子劉
會元伏為考妣二親自寫／大蔵教典二函付





 本源寺蔵１８４４ 『阿育王経』 巻





































































































































































































































といっている如く（願文集四） 、彼は阿弥陀経の一巻を自ら書写し、これを宋に送って模範とし、自己 筆跡 摸刻を以て阿弥陀経十万巻を雕印させ、自筆写経に代えているのである。殊に 宋版経典 輪入に刺戟され わが国においても印刷術が発達して春日版や高野版等が現れ 部分的な経典印刷が行われたが、仏教復興期たる鎌倉中期以後の溌刺たる気運は遂に宋版一切経の輪入を以て満足せず 国内において一切経を彫印しようと企て も が現れ 来た。 」
という。この背景については、入宋僧を軸にした遁世僧



















行なる千葉寺僧と九条 ・慶政（九条道家の兄、とするのが通説）との繋がりの背景には千葉秀胤と将軍頼経との関係が存在し、了行が文暦元年（一二三四）から仁治元年（一二四〇）の七～八年間の一時期に渡宋したこと、東寺蔵宋版一切経『大涅槃経』 （福州開 寺版）巻八・三一・三二・号二・三五・二 七の刊記に「日本国下州干葉
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知礼述『観音玄義科』 」 〈 『南都怫教』第九二号、































復興修理のため、橘寺は洛東の大谷口に勧進所を設けて勧進を行ったが、そ 勧進 中心に成阿弥陀仏がい こと、その協力的な立場に慶政がいたこと、などが明らかになた。ちなみに、大谷口に設けられた勧進所が後に寺院化して西大寺律宗の京洛の拠点と見做さ てきた白毫院（ ）となることも推定可能となっ 。
東大寺八幡宮へ奉納された大般若経は「東大寺八幡経」
と呼称されて諸家に分蔵するが、この「東大寺八幡経」の書写・経蔵造営の勧進を指揮したのも成阿弥陀仏であることは知られていた。嘉祿二年（一二二六）東大寺僧秀恵、東大寺八幡経巻第一書写、 「比丘尼成阿弥陀仏此経勧進之根源」と（～安貞二年〈一二二八〉迄に書写完了か） 、寛喜元年（一二二九）夏、東大寺八幡経を納め 御経蔵造営の為の勧進始まる（～仁治二年〈一 四一〉迄）
しかし、 「東大寺八幡経」の経蔵造営の勧進に応じた奉


































































滅す。我が国のみ独り盛んなり、と云々。 」 （栄西撰『興禅護国論』 （第九門） ）と伝えるように、天竺・唐土の仏法滅亡は十二世紀末期の日本国内では常の「諺」であったと西は伝えている「大陸における仏法の〈不在〉 、裏返すと、日本のみの仏法の〈見在〉 。 」 （横内裕人氏「東アジアをつなぐ禅思想」 〈村井章介氏『東アジアのなかの建長寺』２０１４・
11　
勉誠











寺僧が東禅寺版・開元寺版の補刻に捨財した営為は、道家が入宋僧（慶政・了行など）を介して「仏法」の根幹に当たる大蔵経の保持を宋の地に試みた営為であり、横内氏前掲論文の言葉を借りれば、従来の教宗である〈顕密仏教〉が依拠し守るべき根拠となる宋 の大蔵経の廃滅を危惧して行った善行であった。また、道家が長財を投じて「自筆（草書体か） 」の阿弥陀経を宋の地で十万巻、開版・流通させんと祈願（実行か）を立てたのも 代佛 の主流となっていた「禅・律・浄土」に呼応する一連の「動き」であった。摂関家主導の未曾有の体制が「現実」となったかに見えた文暦・嘉禎期の道家が真摯な意図をもって「構想」した「倭漢相和。古今末
レ
聞。 」の一大善根の一環であった、
と解してみることもできよう。所は四天王寺、 「釋迦如来転法輪之場」 であり、 上宮太子所
二經始
一之場」 である。 「佛





















方向に展開していく。一つは、道家 宗教的な構想が摂関家の基軸となる枠に沿って聖徳太子信仰と結び 遡るところ「曾祖禪定相國之草創」の「最勝金剛院」をも願文中に挙げ、更には道長の四天王寺参詣などを 念頭に置いて結構されたことである。敢え 申し上げるまで ないであろうが（蜀版大蔵経将来をも含め 既に道長〈さらには頼通〉の問題には上島亨氏『日本中世社会の形成と王権』 〈名古屋大学出版会
　
２０１３刊〉などの御指摘がある） 、その
内実の異なりは、 「遁世」 「渡宋」 「勧進」など 顕在化した具体的な動向（包修と結ぶ）に在 いま一つの展開は、経典の 「手自書写」 の功徳を内包した写刻体経典の刊行 施印の功徳）が、少なくとも宋代に行われていた可能性 あ
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ることと日本の十三世紀における春日版などに認められる字様（肉太・肉筆風）との関係であろうが、今後の課題とさせていただく。
本稿のなるに当り、貴重な経典の閲覧調査・書影掲載の
御許可を頂いた本源寺矢留文麿先生に深謝申し上げる。また、平成
29年度科学研究費基盤（Ｂ） 〈課題番号２６２８
 
４０４０〉の助成に拠 研究であることを明記する次第である。
（まきの
　
かずお・実践女子大学教授）
